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Reconstruction mechanism of autobiographic memory : 




The aim of也estudy is to clarify the reconstruction mechanism of autobiographic memory. Im-
pression of也ewhole of early childhoocl， mood states in reminiscence and sex紅巳 takeninto con-
sid巴rationas factors which construct reconstruction mechanism.τ'he participants were 19 under-
graduate students who have read也epicture book titled "Guri and Gura" in their childhood.τ'he ex-
pe白ne凶 found仕mtreconstructed autobiographic memory in early childhood had a similarity (some 
simil紅ities?)to the impression of early childhood. Mood states叩 dsex were not significantly asso-
ciated with the recons甘uctionof autobiographic memory. 


























Startup， Byatt， Rol1inson & Hil， 2004)、回復された記憶が偽りの記憶 (falsememory)で
あったことが判明し、社会問題に発展したことがあった (Woodward，1994)。このように、
自伝的記憶は想起時に変容し、再構成されることが知られている。では、自伝的記憶は何によっ







































た。またPillemer，Wink， DiDonato & Sanborn (2003)は、お年寄りの男女ともに日々の生
活の内容を述ぺてもらい、その内容を記述するという実験を行った。その結果、女性のほうが
男性に比ペ、具体的でかつエピソード的、すなわち話の流れにそって記憶が想起されるという















































































まとまった 一雑然とした 11. 安定した 一不安定な
2. かたい 一柔らかい 12. 暗い 一明 る し、
3. 貧弱な 一豊かな 13. 弱い 一強い
4. 女性的 一男性的 14. 充実した 一空虚な
5. 深い 一浅い 15. 不調和な 一調和した
6.こせこせした のーびのびした 16. 積極的 一消極的
7. 動的 一静的 17.アブノーマルな 一ノー マノレな
8. 未熟な 一成熟した 18. にぎやかな さーびしい
9. 開放的 一閉鎖的 19. 緊張した 一くつろいだ
10. さ し、 一大き し1 20. 愉快な 一不愉快な
N.結果
1 .幼児期の日常的記憶の印象と、幼児期全体の印象との関連性
































































































































Pillermer et al. (2003)の研究では、全体として157人を対象としており、その中で男性76人、
女性は81人であった。この男女の内訳はほぼ同数と見なすことが出来る。また、成人の最も古
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